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沖縄本島中北部における集落生活空間の変化に関する研究
一三時点(1945年、1972-74年、2003年)の屋敷林の変化を通して一

主査安藤徹哉*1

委員小野啓子*2

本研究は、沖縄地方の伝統的な集落生活空間の一部として機能してきたが、近年、姿を消しつつある屋敷林について、そ

の形態的特徴と歴史的変化に関する分析を行ったものである。まず、沖縄本島で最もまとまったフクギの屋敷林を残す本部

町備瀬集落を事例として、その形態的特徴を明らかにする。次に、沖縄本島中北部の90集落について屋敷林の残存状況の

変化とその理由を三時点(1945、1972-74、2003年)の空中写真の比較と現地での聞き取り調査から分析する。琉球王府

時代から戦前まで、屋敷林は厳しい気象条件を緩和しつつ生活に密着した重要な役割を果たしてきたが、戦災復興を契機と

して生活の近代化に伴い激減したことが明らかになった。

キーワード:1)集落景観、2)保存、3)屋敷囲い、4)フクギ、5)歴史
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Yashikirin(houseenclosurewithtrees)hasbeenanimportantpartoftraditionalresidentialspaceinnlralvillagesofOkinawabut

isdissapearingrapidl》r.ThisstUdyanalysesthecharacteristicsandchangesofyashiin'rininthemiddleandnorthernpartofOkinawa
Island.First,acasestudyisconductedbasedonafieldsurveyinBise,Motobu,whereanintactyαshikirinwithFukugitreesarestill
preservedtoday.Second,usingaerialphotographstakeninl945,1972-74and2003aswe11asinterviewofresidents,thechangesof
yashikirinandtheircausesareanalyzedfbr90villagesinthearea.

0.はじめに

沖縄における伝統的な集落生活空間は、敷地の外周を石

垣や屋敷林といった屋敷囲いで囲まれた家屋と庭(ナー)

から構成されていた。沖縄というと漆喰で固められた赤瓦

屋根の木造民家が有名であるが、赤瓦葺きが庶民の間にも

普及するのは家屋制限令が解かれる19世紀後半以降のこ

とであり、それまでの大半の民家は木造茅葺きの穴屋や貫

家であった。注1)こうした家屋は小規模で簡素な構造であ

り、周囲を石垣や屋敷林で固めなければ台風や冬場の北風

を凌ぐことは難しかった。高温多湿の気候に適した赤瓦民

家の開放的な間取りにしても、台風常襲地帯の沖縄、とり

わけ環境的に厳しい海浜に隣接した集落においては、屋敷

林があってはじめて成立するものであった。

屋敷林は、厳しい気象環境の緩和や燃料や生活用材の確

保、落ち葉による堆肥生産などを目的として敷地の外周に

樹木を列状に育生するもので、温帯に位置する日本本土で

は主にスギやケヤキなどが用いられたが、注2)亜熱帯気候

の沖縄ではフクギ注3)が多く用いられてきた(図1)。しか

し当時の面影を今に残すのは、沖縄本島内では備瀬集落

(本部町)のみとなっている。

以上のことを踏まえ、本研究は沖縄の伝統的な集落生活

空間の一翼を担ってきた屋敷林を研究対象とする。第1章

では沖縄本島内で最もまとまったフクギ屋敷林が残ってい

る備瀬集落を対象として、悉皆調査によって屋敷林の形態

的特徴を数値的に明らかにする。第2章では本島中北部集

落(全90集落)を対象として、屋敷林の残存状況の変化

とその理由を三時点(1945、1972-74、2003)の空中写

真の比較と現地での聞き取り調査から明らかにする。

なお、沖縄地方の屋敷囲いに関する既往の研究として

は、久米島民家の屋敷囲いを調査した武者論文(1984)、

注4)八重山諸島の集落の屋敷囲いを調査した坂本論文

(1989)、注5)久米島、渡名喜島、竹富島の屋敷林と風環境
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の関係を調査した古川、山田論文(1997)注6)などがある。

これらの論文は屋敷囲いの種類について調査しているが、

その形態に関する数値的分析は行っていない。また、調査

対象地はすべて離島部となっている。

備瀬集落のフクギ屋敷林に関する記述は、仲田編の『備

瀬史』(1984)注7)や那覇市近郊在住備瀬郷友会のr結成

50周年記念誌』(2000)、注8)甲斐他著の『まちに森をつ

くって住む』(2004)注9)などに見られるが、前二者は歴史

的背景の説明が中心であり、後者は総論として屋敷林の持

つ環境調整機能の重要性に触れているのみである。この他

にも備瀬集落に関する調査は色々と行われているが、注10)

住民に対するアンケート調査が主であり、フクギ屋敷林自

体の実態把握調査は皆無に近い状態である。また、沖縄本

島内の屋敷林の系統的な研究はこれまで行われていない。

1.沖縄県本部町備瀬集落のフクギ屋敷林の形態的特徴

本部町備瀬集落は、沖縄本島北部の本部半島の先端に位

置している(図2)。西から北までを東シナ海に取り巻か

れており、西の海浜方向からは潮や海砂が飛来し、北の備

瀬崎方向からは冬場に強風が吹きつける。こうした厳し

い気象環境を緩和するため、集落のほぼ全域がフクギの純

林からなる屋敷林に覆われている(図3)。

本章では、備瀬集落のフクギ屋敷林の形態的特徴を明

らかにするため、フクギの悉皆調査を行った(2004年9

～12月)。人口580人(2000年)の備瀬集落の敷地数

は、前述の『結成50周年記念誌』の屋号地図によると

329であるが、2004年の現地調査では277(内、空地38、

畑19)のみが確認できた(図4、表1)。本研究では、確

認できた277の敷地を調査対象とする。

1.1フクギの樹齢と大きさ(幹廻りと樹高)の関係

集落内に今から20数年前に植えられたフクギをラン

ダムに9本選びその幹廻りを測定すると、最大26セン

諺.

簸難i

図1フクギの屋敷林(本部町備瀬)
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表1備瀬集落の居住実態

表2フクギの幹廻り

  幹周り本数%

  50cm以上6565i36.2%

  20cm以上50cm未満7,08gi39.1%
  20cm未満4489124.7%

  合計18143i100.0%

チ、最小18センチ、平均21センチとなった。そこで、

幹廻り20センチ未満のフクギを復帰後(1972年以降)

に生育したものとすることにした。次に終戦直後に植え

られたフクギをランダムに5本選び同様に幹廻りを測定

すると、最大52センチ、最小42センチ、平均47セン

チとなった。そこで、幹廻り50センチ以上のフクギを戦

前から生育しているものとすることにした。中間の幹廻

り20センチ以上50センチ未満のフクギは、おおむね戦

後～復帰前の問に生育したものと考えることができる。

次に樹高をトランシットで測定すると、20数年前に植

えられた9本のフクギの平均は3.3メートル、終戦直後

に植えられた5本の平均は8.0メートル、幹廻りが80セ

ンチを超える大木の平均は11.0メートルとなった。

1969年に電線を整備するため一部、地上から4メート

ル以上の部分が伐採されたが、注11)今回の樹高の測定対

象には含めていない。

樹齢を考慮し、フクギの幹廻りを50センチ以上、20

センチ以上50センチ未満、20センチ未満に三区分し、敷

地の各辺ごとにその本数を記録した。その結果、集落内

には1万8,143本のフクギが生育していることがわかっ

た。その年代別の構成は、戦前からのもの(幹廻り50セ

ンチ以上)36.2%、戦後～復帰前のもの(幹廻り20セ

ンチ以上50センチ未満)39.1%、復帰後のもの(幹廻

り20センチ未満)24.7%であった(表2)。復帰後のも

のの割合がやや少ないが、フクギ屋敷林が戦前から継続

的に育成され続けてきたことがわかる。ただし、幼木に

は植裁されたものばかりでなく、地面に落ちた種や地表

に出た根から新しい芽が自然に出てくる萌芽更新による

ものも含まれている。

1.2フクギの屋敷林密度

次に敷地の一辺ごとのフクギの屋敷林密度を算出し、

敷地の位置や方位との関係を見ていく。屋敷林密度の算

出方法は、幹廻り50センチ以上のフクギの幹面積を390

平方センチ(幹廻り70センチで算出)、20センチ以上50

センチ未満のものを97平方センチ(同35センチで算

出)、20センチ未満のものを7.8平方センチ(同10セン

チで算出)とし、敷地一辺ごとの幹面積の合計を敷地長

さで除した。この値が5以上をランク6、4以上5未満を

ランク5、3以上4未満をランク4、2以上3未満をラン

ク3、1以上2未満をランク2とし、0以上1未満は0の

ものをランク0、それ以外のものをランク1として区分

した。

連続した敷地では屋敷林は戸境線上に植えられ、隣家

同士で共有される。備瀬の全277敷地・1,108辺の内、戸

境線上の屋敷林は92辺(8.3%)であった。このため全

体に対する影響は大きくないと判断し、密度に関しては

重複してカウントすることにした。

その結果、全くフクギがないランク0の辺の割合(以

下、無屋敷林辺とする)は37.7%で、残りの62.3%の

辺には1本以上のフクギが生育していた。密度が比較的

低いランク1、2、3の割合はそれぞれ14.9%、15.7%、

14.2%で合計44.8%(以下、ランク1～3の合計を低密

度辺とする)となり、密度が比較的高いランク4、5、6

の割合はそれぞれ7.0%、5.7%、4.8%で合計が17.5%

(以下、ランク4～6の合計を高密度辺とする)となった

(表3)。

1.3方位とフクギ屋敷林の関係

方位別に高密度辺の割合を見ると、北側辺が22.4%と

最も高く、次いで西側辺の18.1%、南側辺と東側辺がそ

れぞれ14.8%となった。無屋敷林辺の割合は逆に、西側

辺が32.1%と最も低く、北側辺37.5%、南側辺38.6%

と続き、東側辺が42.6%と最も高くなっている(表4)。

敷地の西側と北側が高くなる屋敷林の密度分布は、西か

ら北が東シナ海に取り巻かれており、西側の防風・防潮

対策や冬場の北風対策が必要な備瀬集落の地理的特性に

うまく対応している。

次に屋敷林密度の違いを、集落中央部を南北に走る中

通り(ナハミチ)より西側の海寄りと東側の陸寄りに分

けて見ていく。高密度辺の割合は、海寄りが20.9%、陸

寄りが15.3%で、海寄りの方が5.6ポイント高くなって

いる(表4、5)。特に、風や潮の影響を最も強く受ける

海岸に直接面した39敷地のみを抜き出すと、高密度辺

の割合が全辺平均で24.4%、西側辺で43.6%となり、集

落全体の17.5%、18.1%よりもかなり高くなっているこ

とがわかる(表6)。さらに海寄り、陸寄りそれぞれの方

位別の高密度辺の割合を比較すると、西側辺(27.5%、

11.9%)、南側辺(18.3%、12.5%)、東側辺(16.5%、

13.7%)では海寄りが陸寄りよりも高く、特に西側辺で

は海寄りが陸寄りを15.6ポイント上回る。北側辺は逆

に、陸寄りの割合が23.2%と海寄りの21.1%をやや上

回っている。

1.4敷地の利用状況とフクギ屋敷林の関係

敷地の利用状況を木造家屋(63敷地)、RC造家屋
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表3屋敷林密度

         ランク0膠,...■.....(0)19■,,騨●,■●■■騨膠■■■■7■■■■■■■■■曜■■.0を超えて1未瀧2,0・,8,0..●..,..●.,..,,1以上2未満3,・.「..,.曜....曜o...「....2以上3未満4...騨騨匿..9騨....,,..,...3以上4豪滴5■■■■■■■■■騨■■.■■冒■.,.●.4以上5未瀧6,.9.・..脚,9「.昌..,5以上舎計
         北側辺10431■,■■■■■胴■■.胴■蟹.・,凹・・...曹..・,.・■11.2%41.,・....冒...●.冒.....冒..14.8%39....冒■.冒■■..,.■....,...14.1%19■..,.....,匿.....冒■.冒「.6.9%27162779■匿■■■■■「■■●,100.0%         .......・.,.37.5%r■■.■■曜,咀.■■■■6■.騨..冒.9.7%,..・..99....■...5.8%

         22.4%

         東側辺118■■■■■.■■■噛・42.6%34鱒r●,,...脚.,・....・■..冒9..,...匿..12.3%434i17・9騨..・..,..・,.,99脚,■・・6.1%14.o.9....騨...「・..曹..冒.冒5.1%『0....,..■....冒■■.3.6%277■.6,0咀・..,●.・100.0%         ■■■r■,冒■,■..■・・oo,■●.贈15.5%■曜・曽卿,,r.■●「曜,噂,.,,蟹.■.14.8%
         14.8%

         南側辺107..●噛.・.曹...38.6%45■●,,■,r■■■■■■■,■■■■■■■冒■■■冒■■●■16.2%45■冒唖■.噂,r,.●圏,,..・.....16.2%39騨o蟹.・9曜..o...,....尋....14.1%23,●..,.騨,..「口.,,..匿.曜蟹.8.3%99■■■,■騨■■■騨■■■■,■■■■冒,3.2%9.,■■■■■■■■●層曽劇,・3.2%2770..冒...騨.■騨曜.100.0%
         14.8%

         西側辺8955■■.胴r■.曜冒..●,..…...匿..・,■.・■.19.9%45,.胴..■..脚噌..o.....「...16.2%38■.■,...o■■.■■,■..■.8圏噂.13.7%13.■,■,r.曜,,.■・・■..9..弓.4.7%18..,・■・曹...・.口,..6.5%277         ...胴.■胴..■脚32.1%19■.,冒.■.■曜.■胴.曜■■,■■,■■6.9%■■rr■,■■曙■■■●100.0%
         18.1%

         合計418曜.,曽.・,9.■・37.7%165騨9,■■.騨圏9・.■.■■...冒.....■.一..,●14.9%174胴曜●曜■■曜,,脚o噂,■■,o■o曹.脚15.7%157●o騨・,..,學...o,夢..■躍.,隣.14.2%78■8.,.欄....●o..,昌9,願●口唱7.0%63・.「・曾"曜,..曜.,「騨胃..「曜曜,5.7%53.曜...電...o..冒■騨.4.8%1108冒「.嘗蟹.,冒.,冒.,100.O%
         17.5%

上段:敷地数、下段:割舎、網掛け部分は高密度辺の割含

表4中通りより西側(海側)

         ランク0,曜●...■,.o(0)1■膠,■■●■■冒■,曜■■■■冒■■■■,■■■冒■■冒■暫Oを超えて12●冒■■●顧●.●,「.・■..咀■..曽.1以上23.「.・騨.・■■噂..冒■冒,■顧・,..2以上34....嘗・.,,騨,,.・,冒.■「.・冒.3以上4瀧5,...,..・o...匿....,..,84以上5瀧6騨.,...,.騨■.騨o...5以含計
         北側辺40■■■,・・響o響.36.7%18■・匿,●.冒.■,欄●「棚顧..・......騨....●.16.5%12..o,.,,,.,..,.,騨騨..匿,.1竃.0%16,.●.7...9,,..曜...・,「冒■竃4.7%7..■..匿.曜騨.騨.,冒.o冒.,,,,.6.4%10r,■■,■■■■■冒■,■8■■,■,曽■9.2%6■・●層■曜■■■国匿■.,,.5.5%109●.・..,・.....冒100,096

         21.1%

         稟側辺42,..・..騨...38.5%20■■■曹■■匿■騨●■■■■o■■■■■■■冒■■■■■●・伽18.3%158■,■・■■■■■■■■.■■■冒,●■■■■73%8■■冒冒■■■6■■,■剛,・●,...,騨73%29..・.曜層,..・.,,●.1.8%1099■■,,■■■■匿■■「曙100.0%         ■■冒■噛■■■,●■06・,■・■欄曜■「13.8%14■■■噸●■■.■■■■■■r■■,・●●■12.8%
         16.5%

         爾側辺39曽6.,P●....35.8%24顧.幽鱒..,...,...匿..■.匿騨..・......■22.0%188......,..,・.■■.・......7.3%11...8..・■..曹....,o..,...10.1%4.....騨,.冒.騨.冒.■冒■.冒...3.7%5,●・■■■●■冒■■o■.顧,4.6%109・...o..■..●■曜100.0%         匿..冒..■..一..■..冒..冒口.冒16.5%
         18.3%

         西側辺26,9...冒蟹,..23.9%28蟹卿・..・.●脚,.●..9蟹.■...■..電■.,.・冒25.7%12・.■...・■.,.騨ロ■.・.,.■騨曜11.0%13曜■■・■..冒.騨冒9騨..・■■.曜曜.11.9%914●冒■■■■■■.冒■,曽咀・.12.8%109..,,.8曜......100,096         一■騨■■■,隔層騨o■,■蟹■■■●■■■■8.3%7■胃層騨o冒■■■■■曜■●■■■■■■.■6.4%
         27.5%

         合針147■冒■.冒■■.■■33.7%90■顧.・「.・「「.,9咀.......9..曜.,....,20,69657騨.,曜・....冒脚..,,.o,.,騨.13.1%51騨o..●■.,...,,...,..,7.1L7%35"9..●..曜「,.,..・....●...8.0%29..9.膠,冒.,.....■...,..蟹6.7%27■■■■曜蟹■■■■■,・..・6.2%436..膠o.冒..曾..匿.100.0%
         20.9%

上段:敷地数、下段:割含、網掛け部分は高密度辺の割合

表5中通りより東側(陸側)

         ランク0.,.響騨.o画..(0)1.曽蟹..冒■.,「..・冒..,.■..9■■.匿..冒●.0を超えて1未瀧2.・......■...,...,.■..■1以上2未瀧3..■●騨騨■.冒蟹■...膠騨■曜..曜.2以上3未瀧4..曹...冒.,膠.....騨..曜...騨3以上4未満5...匿.,....曜●..騨■......4以上5未繭6冒■■.8.・曹蟹.・璽..,,5以上含計
                  北側辺64..「,.....騨38.1%13..騨曹..一..8騨騨......■..7..騨冒■..,.7.7%23層■7■■■■■■冒■■■■,■■冒■9.暫13.7%17■■■■r■.冒蟹■.■■■・冒●・●.,匿10』%10.,..膠「..匿,.膠匿.,「6.O%168■●,曜●■,曜■■冒■曜100.0%         29......................17.3%12.冒冒...,...8..冒■曜冒冒.,膠.,7.1%

         23.2%

         稟側辺76冒■......冒.45.2%14■■■■■■or■ロ■■,■■.■.一...一.■.曙.・.,8.3%28・o■幽幽o●・.凹・電.・匿幽幽,・脚,・16.7%27●凹圏曽.圏...,畠.・圏・.昌圏o●..16.1%9.o・騨圃幽脚曹●幽・圏顧o・,●■胃・幽圏●5.4%600■願..・..●.o,●・,,.■..・3.6%8..・..冒...・..冒■■.4.8%168●冒■●■■■,冒■・,・100.O%
         13.7%

         南側辺68,0●o冒曹.・.940.5%210■■,,.,..9.,..o............曜.騨置12.5%27■騨,.■o..匿.●,..・..,胃..,16.1%31口■・膠.......,..騨,電.曜曜..18.5%120,.曜,....8,......膠o..o冒7.1%54・曾..「9・.膠,.曜.「....,....,...騨...冒.,冒匿..3.0%2.4%168,■■■■.「.嘗曹..・100.0%
         12.5%

         西側辺63.冒■..ワ■..冒37,59627■■■■■■■冒■■■■■r匿■■,曜「●.■"■■.■,■●16.1%33■.o「,,蟹卿,.■r・●o●「,●..,19.6%25・■■冒■.,「■■■,曜,■.匿..,..14.9%10曹■●層r■■冒■■■冒冒■■7-■冒贋圏冒r6.0%6■■.■.,■■■,■■●冒●.「..o..3.6%4...●.「..,.●..「・.2.4%168,..胃.曜匿■.冒,.,100.0%
         11.9%

         含針271■曜■■■.■■■■40.3%117唱・.,■.「脚,會・・「●o,8..●,,17.4%106口・■・,..o■噸■■■8●騨,圏.,..15.8%43,曹曙,.8.■・,...・■・一■●「■■冒6.4%3426■■冒■■■■■・■匿o●●匿・■o.・o.......■圏...曹曜.蟹響5.1%3.9%672・..o■.....■■・100.0%         75■■■■■冒■■冒■■■■■oo,,,,胴■・o●..9,.011.2%
         15.3%

上段:敷地数、下段:割合、網掛け部分は高密慶辺の劇含

表6海庫脇敷地

         ランク01騨9..曹冒..,騨.冒関.,冒...■...冒...■...0を超えて1未満2..冒..冒..,...■..■.,.■..91以上2未瀧3,匿,.曜■..,層騨冒騨■.冒...冒璽.2以上3未淺4,曜.,....,.....冒.曜9,..●3以45.,.胃.曜膠,..曜膠■.冒.騨●.,.騨4以上56■L■■曜■■胃■冒■■曜■,.5以舎翫         ..,...●...曹(0)

         北側辺184■.・..匿■.・..・.■..「....■..曹....,■10.3%2「..「..冒.,.「曜匿■騨・...一...5.1%8.一■.....・....冒...匿...■20.5%0,■..・.■....,■.・・..巳...0.0%4畳...,■..........騨.■...10.3%3■..■■●....層...胃.7.7%3900r.脚.,暫曜o●.■100.0%         ..・....畳...46.2%
         17.9%

         東側辺15..騨騨,騨..・騨.38.5%8■..,.・...・..■■.,.■曜.・,..・■.....20.5%2・■......■冒...匿..・.曜.■..5.1%7..冒..胃...・■■....騨..■.,17.9%4.,...冒..o,.脚・●.・・●.・曹欄10.3%1,「...,..騨,曜曜.●■口..口.曜曜2.6%2,■........騨,....5.1%39■●■■冒■■■■●・■.100.0%
         17.9%

         南側辺12■胴曽・■.●・o剛・30.8%11冒■■冒,■.・●.■.■騨..,....9騨....曜...28.2%6.●..,曜,,..匿..「・..o.....15,4963,.o一曜・口...●....質.・「...7.7%5..・脚...98.,●.,冒.,8■.,匿12.8%0●圏匿...o..・.●..,.冨・...「0.0%20..o置.騨.蟹....質.,5.1%39..一■.膠.,.・.8層100.0%
         17.9%

         西側辺8噂●■....■・.,20.5%10圏,.幽,●凹.・騨,●圏9匿...,●.....・..9..25.6%3..匿..9..嘗■.匿..・.....凹..7.7%5匿...・...噌圏・噌.圏,凹o,嘗.曜・12.8%3..go..騨・匿..冒..・■.冒...■7.7%9...■.膠........冒.23.1%39         1..■・....・..・.・.・o.....2.6%■■■■■■■■■.r,.100.0%
         43.6%

         舎計53曜■.・...匿..,34.0%3313148■■■■■9■■■■■,,■胴■曜..,・・5.1%16156・..,.一...■.一.100.0%         ..冒■....冒..,■圃.,胴..,曜......胴...21.2%曜....昌...冒胴胴,曜.曜...噌.曜贋8.3%19脚o曜.,,...冒曜..曜o.「9,.脚贋12.2%冒....,.■..■.....o.層・■騨9.0%,.・■■..,■圏●..go.10.3%
         24.4%

上段:轍地数、下段:割含、網掛け部分は高密度辺の劇含
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嚢7木造敷地 表9フクギが四周に一本もな

                 ランク0■....■..■.(0)2■■■匿■●■ロ.■.・・..9冒■,,.■1以2瀧3■■■■■■●●■■■■9贋o.騨■●….2以上3未淺45■■■■■■■●■■■■■■■■■■■..04以上5禽6噌■■■■■■■■,■■■■■■5以含計い敷地                 1■■■■冒●■■■●■■■ワ..,9..圃.「..…,・●0を超えて1未■■■■●■●■■●■冒●■,■巳r匿■■■3以4未瀧
                 木造8i14.8%

                 東側(陸側)5999.....●・■.42.1%112810,9.・「.●◎..,●■■7■■匿■..97.1%140,●,■■,....●.・100.0%                  RC造35i64.8%                 ■■●■■●■■■冒■■■■■冒・・..,.....■.8■騨7.9%,曜●■餉■■夢幽■■■■■●■●■■■■■20,09621■・.圏.■■冒■■■■脚.冒・..騨闇.口・15.0%6.隙●■9■●,■●■■■■■■冒.・...4.3%5曜隔.・.・卿・,■●●,齢■●3.6%
                 その他(空地、…1Ii20.4%                 15.◎驕

                 西辺(海側)39●.●,,4■■,胴■23■"■,■■■8■■■■●■・冒■■...・...■一...・20.5%13■9●●■6■■幽■胴■■■■■■●●●●■11.6%10幽,o.昌,■■■o■■■■■●邑.・.圏幽8.9%10...脚昌,■■,■■■■■■●■■■..■8.9%112                  ■合計54i100.0%                 34.8%7層■..■■■■曜■■■,.冒.■■9昌..・63%10・・..,,夢曜■,■■匿■●■8.9%■●■■●9..隔.幽,曹100.0%

                 嚢10大木(幹周り1∞センチ以上)のある敷地の分布
                 26.8%

                 合計98・,■■冒■■■騨,,38.9%34●■■■■,■■■■,■■■,..,,,脚.,....,.冒.13.5%41.,顧●・.■■ρ..贋,.,.膠.・「..16.3%28■■冒●■■■8■■■■,..,..,・「..11.1%16脚嘗9.・■●■■■■■■■■,..,...6.3%20.「.,■●●脚匿■■■■,■■騨●■.膠■7.9%15,■●■■●■・■■■■■曜■■6.0%252■■r■r,....・・.10αO%
                 20.2%

                 察側(陸側)西側(海側)合計                 上段:敷地数、下段:割合、網掛け部分は高密度辺の翻合表8RC造敷地
                 敷地数35・.■・巳.・■,,,57.4%2661.●.■■■■■■■■冒■100.0%                 ランク0.・蟹願巳..■口,■1r●●冒■■■■■■匿■■昌.冒.8■...,■.......0を超えて1未濁2響.,曜..,卿・,.冒膠...蟹,o..01以上2未瀧34噛,■■■■■■■■冒●■■■□.■.一・匿3以上4未瀧5■,■■■■■冒■■■■■■9■■■■9.・4以上5未濁6.●■■■●■■■層■■■■■■5以上合計●■9■■■.■.9・・42.6%                 (0).,,■■●冒■■■匿●冒...騨,.卿...2以上3未瀦各地区の敷地こム20.8%23.9%22.0%                 棄側(陸側)151.,..,..,膠o.45.5%31....・,.■.,,●.曽..冒冒.■,■冒9■騨.,.,騨93%51■■●■圏,■響画●■■■■,■■■脚冒■■15.4%46.齢・,・.■匿■■■■■騨匿..騨曜....13.9%22●..■■■,■■冒■●■騨■曜●,.8.,6.6%15.,●..噂・■冒■■■■,■■層6■..・4.5%332■r■■●,.●,,畠■冒100.0%

                 

                 16.0%

                 西辺(海側)74■■.....●..騨37,89648■■■●■o●oo●●幽,■.●■■■■■■■,■■■■■■■24.5%21■■■■■●■●■.凹曜■■■●■■■■冒■10,79625..幽・,.隔●脚,o■■.....,.■..12.8%13幽・8圏■●■■■■■,■■■■......6.6%79.・「・.凹,,・●■胴■,匿■,■印..3.6%8.,.脚・o.圏■●■■■■■■4.1%196■■■■■■.騨,.曜圏■100.0%
                 14.3%

                 倉計225..,,.,咀o.●042.6%79・■●■■■■r●■■冒■■匿.■..●・騨璽騨..●...,15.0%72,●o,9■層■,...,●騨.■・・匿,013.6%71■■■■冒■●■■■■■■,.・,曹●■,■■13.4%35■■■■■騨■脚騨,騨9■■■■騨.,.■06.6%22.冒.・...冒.....曜「,曜,●...4.2%24■....,●圏,o.・P■.・4.5%528■■■■■■..冒....10α0%
                 153%

上段:敷地数、下段:割含、網掛け翻分は高密度辺の翻禽

表9その他

         ランク0.・oo・冒..・膠,(0)1■■●■■●■■■■■,■■,.膠.o..,.,...・9・欄0を超えて1未瀧2鞭●■9■■■騨夢.曜..■.,go■■■騨1以上2未淺3.....■噛.脚・・騨曹.,騨冒.....,2以上3未瀦4.,8..膠.9●■・幽●●■●..,..,3以上4豪濁5.・..・.●「.●8●,,■7■■■,..4以上5豪瀦6.・■・.・,.・●■■,■冒■5以上含計
         禦側(陸側)57,....・■騨..冒29.1%33-■●■■■,,■曜■,噸■・.願,●o..■●曽■.■o■■16.8%38■■●■■98■●.●●■■■■■●■■,曜19.4%39●●■..o■冒■■冒■■.蟹,.,●..・.19.9%15・唱■■■■■■■●一■o冒■,..・「・・7.7%9●脚r●「■■■■■■■■,■■7■,,.●4.6%50■■■●■■●■■■●■9欄■2.6%196・,蟹■■■7..8.●.100.0%

         14.81殆

         西辺(海側)38・曜.・.....,隅28.8%・.,5..・■■..騨.脚..圏・傳,●●18■●■■■●r●■弓■■騨8口.●脚冒昌■匿畠13.6%12..・■o.■■■騨・●,■●,齢■.昌..9.1%12..,.・..,・o.・凹圏.脚■■冒岬.冒9.1%9132■■一■■,.,.,欄.■100.O%         19●●■■顧,●,■,脚o■■7■脚冒●■■■■■■■■騨■■■14.4%2418.2%o曜口・●..■■■冒・■■●,6.8%
         25.0鮪

         含計95■o..・.・,,■圏29.0%52・.・.,5■幽■■●■■■"騨.・...,.....・...15.9%62.・齢■.■騨■■.,,....・・o,・・18.9%57■■■■,唱99■■,■●・o伽脚,,■■,曜17.4%27膠,,■冒■■■■,■●■咀■■匿●■匿■,8.2%21....,層oo,齢.o●■■●質■■●..6.4%14「8.,.●.9咀●・■●騨■幽4.3%328■膠■■■■・■.・圏.・100.O%
         18.9%

上段:敷地数、下段:割含、網播け部分は高密度辺の割舎

(132敷地)、その他(畑、空地など82敷地)に三分類し、

フクギ屋敷林との関係を見ていく。

高密度辺の割合は、木造家屋20.2%、RC造家屋15.3

%、その他18.9%と木造家屋の割合が最も高く、無屋敷

林辺の割合は木造家屋38.9%、RC造家屋42.6%、そ

の他29.0%とRC造家屋の割合が最も高い。木造家屋の

方がRC造家屋よりもフクギ屋敷林の育成に力を入れて

おり、また、現在は畑や空地となっている敷地にも家屋

が建っている敷地と同程度の屋敷林が育成され続けてい

ることがわかる(表6～8)。

次に、各分類ごとに中通りよりも海寄りと陸寄りのフ

クギ屋敷林を比較すると、木造家屋では海寄りの方が陸

寄りよりも高密度辺の割合が高く、無屋敷林の割合が小

さい。RC造家屋では陸寄りの方が海寄りよりも高密度

辺の割合は若干高いが、無屋敷林辺の割合は陸寄りが高

くなっている。その他では海寄りの方が陸寄りよりも高

密度辺の割合がかなり高く、無屋敷林の割合は若干低く

なっている。木造家屋やその他の敷地は集落内の位置に

よりフクギ屋敷林の育成状況に差が見られるが、RC造

住宅の敷地ではそうした差はほとんど見られないことが

わかる(表6～8)。

フクギが四周に一本もない無屋敷林敷地は、全部で54

敷地(19.5%)ある。その敷地内利用の内訳は、木造家

屋14.8%、RC造家屋64.8%、その他20.4%であり、R

C造家屋の割合が最も大きい(表9)。特に、中通りより

も海寄りにはフクギ屋敷林が無い木造家屋は一件しかな

い。無屋敷林敷地の多くは南東部、中東部、北部の集落

周縁部に分布しており、RC造へ建て替えられた住宅や

近年、新たに建設された住宅が多い(図5)。

1,5旧家の分布とフクギ屋敷林の關係

最後に旧家の分布とフクギ屋敷林の関係を見ていく。

集落内で旧家に属する12件は、1件を除き現公民館の北

側にまとまって立地している(図6)。これらの旧家のフ

クギ密度を見ると高密度辺の割合は18.8%であり、全体

平均の17.5%とあまり変わらなかった。旧家で無屋敷林

の敷地は、公民館から離れた場所に位置する1件のみで

あった。

集落内には幹廻りが1メートルを超える大木は316本

(全体の1.7%)あり、61敷地(全敷地数の22.0%)に

生育している(表10)。その分布は陸寄り35件(陸寄り

敷地数の20.8%)、海寄り26件(海寄り敷地数の23.9

%)で、各敷地数に占める割合に大きな差は見られな

かった。大木のある敷地と旧家の関係を見ると、フクギ

屋敷林の内に大木が含まれる旧家の割合は33.3%(4

件)で、全体の割合よりも11.3ポイント高くなっている。
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<←一コ====コ
木造敷地

RC造敷地

その他

澱

図5無屋敷林敷地の分布と建物構造

←
図6旧家と大木の分布

ここで、備瀬集落のフクギ屋敷林の形成時期について

考察を加える。集落内で最も古いペーチン門中(一族)は

14代、次いで古いハネクンヤー門中が10代で、残りの

門中には5～7代のものが多いと言われる注12)。また、集

落内の道路構成を見ると、ペーチン門中が位置する神ア

シャゲ(祠)付近には一部、やや不整然な道路構成が見

られるが、その北の部分は整然とした碁盤型の道路構成

となっている。碁盤状の道路構成は、琉球王府が薩摩へ

の貢租を稼ぐために1737年に導入した地割土地制度に

よるものであると言われる注13)。こうしたことから、備

瀬ではおよそ300～350年前頃からアシャゲ周辺への入

植が始まり、200～250年前頃からその北側に地割土地

政策に基づく集落が築かれていったものと推測できる。

また『備瀬史』によると、先の大戦で失われたユバンヤー

(屋号)のフクギが当時集落内で最も大きく、大人三人が

手を伸ばしても抱えきれなかったとある。注14)これは、推

定樹齢約350年の金武観音寺境内のフクギ(幹廻り2.8

m、樹高12m)にほぼ匹敵する大きさである。注15)しか

しそうした大フクギは戦前でも集落内に数本見られただ

けで、大半のものはもう少し小さかったと思われる。こ

れらのことから、最初の入植が行われた300～350年前

にフクギが植えられた可能性はあるが単発的にであり、

屋敷林としてのフクギの植樹は200～250年前の地割土

地制度の導入とほぼ同時に進められていったものと考え

られる。

1.6一章のまとめ

戦後、急速な近代化が進み大きく景観が変化した沖縄本

島において、備瀬は欝蒼としたフクギ屋敷林に囲まれた伝

統的な集落生活空間を今に残す集落として他に例を見ない

貴重な存在である。そのフクギ屋敷林の形態的特徴につい

て以下のことが明らかになった。

第一に、これまであいまいに「数千本」と言われてきた

フクギの数が、それよりもはるかに多い1万8千本余りで

あることが分かった。今後、備瀬のフクギ屋敷林の生育状

況を見守って行く上で、一つの基準となる数値を得ること

ができた。

第二に、フクギ屋敷林の密度分布は一様ではなく、場所
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注:市町村名及び
市町村界は2005年
4月現在。

図7調査対象集落の分布

により偏りがあることがわかった。備瀬集落は西から北を

東シナ海に取り巻かれているが、それに対応してフクギ密

度は敷地の西側と北側で高くなり、また中通りよりも海寄

りで密度が高くなっている。これは、厳しい気候条件を緩

和するために、長い年月をかけて住民達がフクギ屋敷林を

大切に育成してきたことを示している。

2.沖縄本島中北部集落の屋敷林の変化とその理由

この章では、備瀬集落に見られるような屋敷林が沖縄戦

前の沖縄本島中北部集落においてどの程度残っていたの

か、またそれがいつ頃、どのような理由によって伐採され

たのかを、沖縄戦直前(1945)、復帰直後(1972-74)、現

在(2003)の三時点の空中写真と現地での聞き取り調査

結果(2005年8月～2006年2月)により明らかにする。

調査対象地域としては、米軍が第二次世界対戦中の1945

年に撮影した空中写真が残されている読谷村から名護市に

かけての沖縄本島中北部の全90集落を選定した(図7)。

本島中北部を選んだ理由は、南部地域よりも都市化の進行

が緩やかだったため戦前から継続的に住んでいる住民が多

く、現地での聞き取り調査を比較的進めやすいだろうとの

判断による。

2.1三時点(1945、1972-74、2003)の屋敷林の変化の

分析方法

1945年2月28日に米軍が撮影した空中写真は、白黒撮

影であるが撮影高度が低いため解像度が高く、屋敷林の判

別は容易である。また、撮影日は沖縄侵攻作戦の準備段階

であったため集落内に戦災はほとんど見られず、また天候

も良かったため障害となる雲もほとんどない。写真はデジ

タルデータ化されており、不明瞭な部分は拡大して確認す

ることもできる。注16)2003年のきもと撮影による空中写

真はカラー版であり、やはり容易に屋敷林を読み取ること

ができる。しかし、琉球政府が米軍に撮影を依頼した

1972-74年の空中写真は白黒撮影である上に撮影高度が

高く、他の二時点の空中写真よりも解像度が低い。このた

め、屋敷林が最も多く残存している1945年の地図を最初

に作り、次に最も少ない2003年の地図を作成し、両時点

の地図を参考にしながら最後に1972-74年の地図を作る

こととした。

作成した三時点の地図を同縮尺にして重ね合わせてみる

と、屋敷林の変化は明確に読みとれるものの、その形状に

は撮影角度の違いに起因すると思われるずれがやや見られ

た(図8)。そこで、屋敷林の残存状況は面積ではなく敷

地数単位で示すこととし、集落内の全敷地数に対する残存

敷地数の割合を残存敷地率(%)として定義した。屋敷林

の残存敷地の判断基準は、敷地外周の一辺以上に直線状に

樹列が連続している敷地をすべて残存敷地としてカウント

した。カウントする範囲は1945年の時点における集落の

範囲内とし、戦後新たに開発された部分は対象外とした。

2.21945年の屋敷林の状況

1)1945年の屋敷林の残存敷地率

1945年の時点の屋敷林の残存敷地率を見ると(表10)、

90%以上100%未満が37集落(41.1%)と最も多く、次

いで80%以上90%未満の24集落(26.7%)、100%の10

集落(11.1%)となっている。残存敷地率50%以上の集

落が全体の97.8%、残存敷地率80%以上でも78.9%を占

めている。

次に集落の立地を沿岸部(海岸線から100m以内)、内

陸部、山間部に三区分し、残存敷地率80%以上の集落の

割合を比較すると、それぞれ81.4%、81.6%、55.6%と

なる。海から遠い山間部ではやや低い割合となっている

が、沿岸部、内陸部共に沖縄戦以前の調査対象地域の集落

が豊かな屋敷林に包まれていたことがわかる。

2)屋敷林の樹種とその役割

聞き取り調査を行った全90集落の内、戦前の屋敷林の

樹種が判明したのは83集落(92.2%)で、残りの7集落

は集落規模が小さく戦前の様子を知っている住民を見つけ

出すことができなかった。そこで屋敷林の樹種の分析はこ

の83集落を対象に進める。

戦前の屋敷林の樹種の構成は(表11)、フクギの純林が

15集落(18.1%)、フクギとその他の雑木の混植が44集

落(53.0%)、雑木のみが19集落(22.9%)、屋敷林なし

の集落が5集落(6.0%)であり、7割以上の集落にフク

ギが植えられていた。フクギの純林15集落とフクギと雑

木の混植44集落の分布はそれぞれ、沿岸部11集落(73.3

%)と内陸部4集落(26.7%)、沿岸部23集落(52.3%)

と内陸部21集落(47.7%)となり、フクギの純林が特に

沿岸部に多く分布していることがわかる。山間部の集落に

フクギは皆無だった。

フクギ以外の雑木の内訳は(複数回答)、竹33集落、ブッ

ソウゲ23集落、ユウナ20集落、ガジュマル16集落、そ

の他(桑やミカンなど)40集落だった(表12)。各雑木の

特徴は、竹は生活用具を作る材料となり、ブッソウゲは生
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図81945年、1972年、2003年の麗敷林の変化(恩納村麗嘉)

表101945年、1972--74年、2∞3年の残存敷地率の変化

             全体沿岸部内陸部山間部
             19451972-7200319451972-7200319451972-7200319451972-72003

             0-9%0,.嘔..o.膠,..●"■.冒.0.0%葉3■■・■■.,,■,●9■■●●■14.4%37■匿■■■,,■9■■■冒■,41.1%0,曽蟹..層欄■●o,膠9■■O,0963".o,蟹.■曽■●,o■,■膨■7.0%16冒..膠.■.膠,.騨■■■037,296O.聰蟹●,冒,■■■匿■■騨曜0.0%10....電.,..,,■,●,幽,26.3%17■,■■■■冒●■,■■■冒■44.7%0■●響「騨■,冒■,口蟹●曹80.0%0.,・9圏腫.■■■・■■●●■電o.o%4曜■o●■■o■■■■■「冒■44.4%
             10-19%Oo曜.閲o■.・...,..・畠■0.0%19200...■層.「.,「曜..咀・0.0%12■......・..曜.曜.蟹..27,996115■6.脚一■■■■層9■,●■■r13,2967.・..,●「・・,■■・■.18.4%0..冒,.....,,..●.0.0%22咀■■■■,匿■■■■■■●ロ22,296             ●・●■・■■■.■■■■,曜■■21.1%■■■■■■顧■■■騨■・■●22.2%..・9..脚曽..●・■■・25.6%0.9..o・..・・咀o■.・0.0%・.・.....・,o.・冒●・冒22,296
             20-29%08140曜曜■,●騨■■ロ■■,■■■0.0%6.・冒..・■■.■,■■■璽騨■14.0%112..●・響■■■■,■■■■■■,5.3%3.・匿..嘗...6圏.暫層曜7.9%0脚o●■■●冒■■■●■膠o■0.0%0,冒■.,,■■冒...・,騨.冒0.0%0,■■■■曜■■●●■■o■■0.0%             .層....,...■.■.冒o,0.0%.曹冒■..・..・曹咀.,蟹o冒8.9%脚o●・,■・魯●o■■圏・■15.6%...,..・■.・匿..・曽25,6960圃9■■■■■■●■■■■■●0.0%
             30-39%1■■■,蟹●曽■●■■ロ■膠■■■1.1%148冒.・冒.・■..■..冒●曜8.9%1■..,■■,●曜■,■■匿■2,3967..■..o■.・9■,,蟹●●■16,39620■■■,■■,,冒■■膠,■,0.0%5..,".●■■,顧■■7■●,■13.2%5膠...響..膠■■,.口,・13.2%0,,■,冒■●,■,■膠■■■0.0%2■..膠膠■.膠■,..膠.騨■■22.2%1■9●曜,■■■o曽,r■■■11.1%             層ロ..膠,.,・■曜.膠.■..15.6%.層,..曾.....■...4.7%

             40-49%1■.・.・■■■■■■■■●r■81.1%10...9,.■........8.11,1962061筆3,,.曜・■■・蟹圏o■■■,●●7,9961...膠口.,...9..膠92.6%0...・■.・■■●,蟹■■冒0.0%1騨..欄..膠冒..「,冒...■11.1%0匿・.■..■,o●■●●●■0.0%             ....,o■.・欄.,..02.2%・o.圏.●o■・騨■■●9■0,096膠...,..,9.■o■■・..14.0%脚o.■膠■■曜●9■■,■■2.3%.・●o■■■■■■騨曾,■■2.6%

             50-59%9..,.■.・9.・.曹.■嘗.幽10.0%5●■o..■■■膠●■o・■■5,6961蟹●■..●..●...,.・2.3%40.・●■■■■■■■■■■暫■■9.3%2...o●.・・.・幽「o幽,4,79633.■.曜・..曹..o,.,.・・7.9%20騨.冒.曜・..・o.■・脚■0.0%21...,■.,■.■蟹.■・騨11.1%             4■■■■曜胃■,■■■■●,■■,4.4%騨●..,....,,曹咀・・7.9%,圏.■・.o■.●,■■■■5.3%・■9■・嘗●■■■冒■■■■■■22.2%
             60-69%562.....■..■.....冒2.2%21...,..冒・..,......2.3%0...層■.■■■■■冒■■■0,09623●.■.匿.・,.・9.,.噌■●7.9%11圏09....■,■■■■■■11.1%2.冒..,.8...・曜.09,,22.2%1■o■,■●,■■■■一■■●11,196             ・.■●■■■■■■■■o■■■■5.6%..9.脚●o..,,.■■■■冒6.7%●...・....●・.調.●4,796.9曜.9曹.■●●■r■■■5.3%■.冒..●■曜...圏...2.6%

             70-79%830■■■oo●■■■■■,蟹,,曜3.3%2●..冨..「...9.膠響.2.2%4.膠.・..,..・,,■冒■9.3%1........,匿.・,6●嘗■2.3%01■.■■■■■■曜■■■,■■2,6962..o..・■■■冒■■,■■■■5.3%2....「・.....・匿.・5.3%30冒■.■■■■■o■■,ロ■33.3%0匿...・,.●.「咀幽・o・,噂0.0%0.曜.冒.,■.....「..O.0%             ...「..膠響8,,,●.・■.8.9%..・..,曜........0.O%

             80-89%24..嘗9,冒蟹■層蟹蟹,層曜■■,26.7%70.o......,..膠..,0.0%12.曽■■蟹■■■■,■■,ロ■27.9%0...曜.冒..,..膠蟹.・0.O%5.・曽●・■,■匿■■匿■■r■■13,2960....,■.,響■●●●■■0,09600..曜,曾●■,8■曜■●■,冒冒0.0%0冒冒冒..冒.,,.騨.9●■0.0%             ..膠蟹.膠....,口.脚膠..7.8%29.圏匿●..曽●.,●●曜,蟹■4,79612●,●■層■冒冒■膠冒o■■■31.6%「■顧■",■■■■■o■o,0.0%
             90-99%37.,...曾o.・,.・■■■・蟹41.1%01510・...■■.....匿..響0.O%18曽■■■■■■■■曜■■■,r47.4%08..・,.・冒■■冒■騨騨■■■0.0%040...,蟹.・嘗●・..昌■■o,0.0%O・,.曜冒.層,.,.口■..0.0%             璽■■■■■■■■■o曜■曜,■■,1.1%.曜.曜「.騨●贋騨.9..●0.0%9..曹...・會■■,曜,冒34.9%..蟹.,.・...曽●・.曾■■2.3%...,..,..・,曽.・・0.0%7....,,一.......44.4%

             100%10........・凹凹.・.脚●曹0,■■■■.,■■■■■■■■■●0.・.........●...0.0%80..9...・凹go唱.,曙■..0.0%0■■..冒,...騨.●曜..0.0%10・・..■r■.r■■■■■■,■0.0%0...o昌.匿..●・■幽,.0,09610.凹.,・,・o.r■■■■■●■O.0%0             11.1%0.0%o..・..口◎.■■畠■■,18.6%●●●■■■■■■■■■■■■2.6%..,曹■.冒■.....圏幽11.1%....・.■・・..o...0.0%

             合計90..●.o■■■,層曜■冒■■膠■100.O%9090...冒.■曜9..■■圏.●100.0%43・9■,■■■,■■蟹■■■■100.0%43層o..,■.層騨膠■■o冒■■■100.0%43..層■.冒.o..・..o.100.0%38・■■層■■■■9●■■■■■100.0%38.■...■■蟹■■■■■,5脚■100.O%38.■.曽,騨,卿曜■7■■層■100.0%9冒.,■.・・■騨・o曽■曜■100.0%9..騨.■層.響.,.......100.0%9....●冒..■.・●曽・9100.0%             .●冒,.,..,口■.膠....100.0%

             再掲:30%未゜0..・,■■■■■■■冒■■■■■O.0%407121曜騨.騨9騨.・「..,■..,曜48.8%3809■・冒■■・■■P■■■P■0,09617..,..・.■.冒■■■蟹一■■44.7%27,.,冒....,・..,..71,19602..,冒■膠,9顧・.暫■.・●.22.2%6冒........冒蟹冒..,66.7%             ...,.,..9...o.曜・.44,496..8,..欄..,..o閲.78.9%0・o噛咀●■o.■■曜■■■■0.0%・,■■■■■■■■■,■0888.4%.・9■■.■■■■■■■冨■0.0%
             再掲:50%以上88..●●o・■..曜.,胴■●贋■97,896269429237・幽,閥■曜..■■■■■o■97.4%594.・●.・,o層..■.■■■■■44.4%2■..・.....・.曹「.922.2%             ...曜層.■..「.■・..9.28.9%.........・.....10.C%幽,幽..冒胴曜,冒.曜層■■97.7%■■..go,り・..畠噸..・.20.9%曜■冒..馴...・.....4.7%13..・・.o・胴.冒曜胴■層■■■34,296....・・..・o凹幽・圏凹13,296.....層....9■■・.100.0%
             再掲:80%'71「.冒●..膠..曜・.,・,.・78.9%8..●o■■■■■■■冒■■■■■0353.....■..■.9,...9.7.0%0.●..●9冒.■曽■■■■層0.0%31.曜oo..・o冒●■■■冒■81.6%050層o,響oo雪噸.,.曹■■■曽■0.0%0,..,..,.騨●.,..・0.0%             8.9%..9■.冒■曜冒..冒..●0.0%・.曜.冒......・,●●8L4%5騨,...曜9.・..■.■■■913.2%.・,.・■......9..O.0%●,顧・■■●■■■■■騨■■55.6%
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表11集落立地と戦前の屋敷林の樹種

     全体沿岸部内陸部山間部

     フクギのみ1S■■o.・・,.・・曽■18.1%11■■■.■...「胴・・26.8%4.,■.,.■一曜.・・.11,496..PO.0%
     フクギと雑木_._..舶53.0%23幽..圏.■.,胴■■■56.1%21・圏....一■・・.・・60.0%0     ■ρ......■胴.■■0.0%

     雑木19昌■■,■o卿「,,隔・・22.9%5●●・●幽,.邑■■曜■12.2%_...旦25.7%      5●"幽9,...■..昌,71.4%
     なし」.§6.0%2■■.■.....●●・_.昌..】.一...～28.6%     4.9%2.9%

     小計83100.0%41100.0%35100.0%7100.0%
     無回答7232

     合計9043389

表12フクギ以外の樹種

        読谷石川恩納金武宜野座名護全体

        竹1344001233

        ブツソウゲ201102024

        ユウナ521111020

        ガジュマル121201016

        その他854341438

表13集落立地と戦前の屋敷林の樹種

     フクギのみフクギと雑木雑木石垣・伽

     1544195

     防風...__._ユヱ80,09631■.噂殉・冒■■■■■,■..9噸・●■705%51     ■■■■..■■■■■■26.3%.■昌隠・・.....■鯛■.●20,096

     防潮_.._._阜33.3%2..■冒■■..■...■.4.5%0.9.■■0..■■     0.0%・■■■■■0.0%

     防火516..昌一..■,●o圏.昌■...36.4%2■胴●go■■.■■..■●10.5%_....Ω0.0%     ■・■..■幽■圏33.3%

     肥騨07.昌■..■.・,・幽....■昌15,9965昌■,`,.....■■噛26.3%1■■■■.■■.曙・■■■■■■20.0%     ■,...■一・畠駒■■●一,.0.0%

     生活用材._..」.6.7%._..ユ922.7%.....§.31.6%0…■0.0%
     燃料.90,096........_.......22胴●●",,■■..■■■曜10.5%0凹幽・■....■●●.■...0.0%     ■■4.5%

     境界形成.0■■■■■昌0.0%_._...§13.6%10■■昌.,圏■■■52.6%,9     ■■鐸一■・,0.0%

     目隠し...__ρ0.0%1....,■■..■..昌■胴2.3%8・●・,,..昌..昌「.騨1・..,..■o・,■...昌曜     42.1%20.0%

     その他__...._.9欄0,0961..■.■●■脚o幽.邑..2.3%191'δδ慨0■●.・幽.昌■■■■●●.一■0.0%

け垣として敷地境界の形成や目隠しに用いられ、ユウナは

防潮・防砂効果がある上に生活用材ともなり、ガジュマル

は防風・防潮効果と共に緑肥としても有用である。雑木の

樹種にはやや地域性が見られ、竹とユウナは対象地域全域

の集落に見られるが、ブッソウゲは名護市に多く、ガジュ

マルは読谷村に多かった。

屋敷林の役割についての聞き取り結果を屋敷林の樹種別

に整理すると(複数回答)、沿岸部に多いフクギの純林の

集落では防風の80.0%が最も多く、次に防潮・防火をあ

げる集落が多かった(各33.3%)(表13)。環境対策が主

目的であることがわかる。これに対して雑木のみの集落で

は、境界形成(52,6%)や目隠し(42.1%)が多く、続い

て生活用材(31.6%)、肥料、防風(各26.3%)があげら

れた。フクギと雑木の混植の集落では両者の中間的な性格

で、防風(70.5%)と最も多く、防火(36.4%)、生活用

材(22.7%)がこれに続いた。戦前の本島中北部集落にお

ける屋敷林は生活と密接に関わっており環境対策のため

のフクギを中心に目的に応じて雑木を選び、屋敷林が構成

されていたことが明らかになった。

3)集落形態と屋敷林の樹種の関係

次に、集落形態と屋敷林の樹種の関係を見ていく。琉球

王府は屋敷林としてフクギを奨励したが、最終的な樹種の

選定は各間切りや村落の自主性に任せたとされる。注17)フ

クギは生育が遅いため、防風・防潮対策の必要性が低い内

陸部の集落の中にはこれを取り入れなかった集落もあった

という。こうした経緯は、今回の聞き取り調査の結果から

も読み取れる。

一方、沖縄の集落の形成時期を知るための一つの指標と

して、直交する格子状の道路構成を持つ碁盤目型の集落形

態がある。碁盤目型の集落形態は、琉球王府が薩摩藩への

貢租を確保するために制定した地割土地制度(1737年)以

降に開墾された集落にしか見られない。注18)1737年以前

に形成された古村と地割土地制度が廃止され土地開放が行

われた1903年以降にできた新村は、共に不整然型の集落

形態となっている。沖縄本島内でフクギ屋敷林が最も良く

残っている本部町備瀬の集落形態は碁盤目型であるが、集

落内で最も古いフクギの推定樹齢は250～300年程度と

されており、時期的には一致している。そこで、集落形態

を碁盤目型、街村型、不整然型に三分類し、屋敷林の樹種

との関係を見ていく。街村型は明確な格子状の道路構成を

持たない小規模の集落であるため、碁盤目型とは特に区分

して分析することとした。

調査対象地域の全90集落の集落形態は、碁盤目型62集

落(68.9%)、街村型12集落(13.3%)、不整然型16集落

(17.8%)となった(表14)。次に、樹種の聞き取りがで

きた全83集落を対象に集落形態と樹種の関係を見ていく。

碁盤i目型集落と街村型集落では屋敷林にフクギが用いられ

ている割合が高く、フクギの純林とフクギと雑木の混植を

合わせるとそれぞれ75.4%、80.0%を占める(表15)。一

方、不整然型集落では、屋敷林にフクギが用いられている

表14集落の形態

   碁盤目状街村状不整然計

   62.…,冒■■■,■曜..・.■68.9%12■■■■昌一胴■亀咀圏,13.3%...__.ユ至.._.9917.8%100.0%
表15集落形態と屋敷林の樹種

     碁盤目状街村状不整然計

     フクギ10の..■.16.4%4,.....40.0%18.3%.】518.1%
     フクギと雑.3β59.0%..歪.40.0%.至33.3%.紹53.0%
     雑木139..昌,213%1.置■.10.0%541.7%1922.9%
     なし23.3%1一塵●.,...10.0%216.7%5噂■,...昌■,の6.0%
     小計..βユ100.0%ユΩ100.0%..].≧100.0%.ββ100.0%
     無回答1247

     合計62121690
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割合は41.6%に過ぎなかった。フクギの純林全15集落の

集落形態は碁盤目型10集落、街村型4集落で、不整然型

は1集落のみであった。街村型集落は屋敷囲いにフクギを

多く用いている点で碁盤目型集落と共通しており、不完

全な碁盤目型集落と見なすことができる。また、地割土地

制度に基づく碁盤目型集落とフクギ屋敷林の問にある程

度の関連性があることが明らかになった。

2.3戦後の屋敷林の変化とその理由

1)戦後の屋敷林の残存敷地率の変化

2003年における屋敷林の残存敷地率を見ると(前出の

表10)、0%以上10%未満が37集落(41.1%)と最も多

く、次いで10%以上20%未満の20集落(22.2%)、20%

以上30%未満の14集落(15.6%)となっている。1945

年の時点で78.9%を占めていた残存敷地率80%以上の集

落は皆無となっている。逆に、1945年には皆無だった残

存敷地率30%未満の集落が71集落(78.9%)となってい

る。2003年における残存敷地率30%未満の集落の割合を

立地別に見ると、沿岸部88.4%、内陸部71.1%、山間部

66.7%となり、この順に屋敷林の減少率が高くなってい

 る。

残存敷地率が50%以上の集落の割合の変化を見ると

(前出の表10)、1945年の88集落(97.8%)が1972-74

年には26集落(28.9%)にまで激減し、2003年には9集

落(10.0%)となる。屋敷林の減少の度合は、復帰前の方

が復帰後よりも高くなっている。集落の立地別に残存敷

地率が50%以上の集落の割合の三時点の変化(1945→

1972-74→2003)を見ると、沿岸部は97.7%→20.9%

→4.7%、内陸部は97.4%→34.2%→13.2%、山間部は

100.0%→44.4%→22.2%となり、沿岸部、内陸部、山間

部の順に復帰前における屋敷林の減少の度合が高くなって

いる。

2)屋敷林が減少した理由

本島中南部よりも被害が少ないとはいえ、調査対象地域

の集落も沖縄戦による戦災を被っている。また、朝鮮動乱

(1950～53)、日米安保条約(1952締結、1960改定)、ベ

トナム戦争(1960～75)などの影響により、1950年代か

ら沖縄における米軍の恒久的基地建設が本格化する。

調査対象地域の全90集落の内、戦災に加えて終戦直後

の米軍による土地収用(捕虜・住民収容所建設、基地建設

のため)や恒久的基地建設のための集落移転を経験したの

は24集落(26.7%)で、戦災のみを被ったのは22集落(24.4

%)、土地収容のみを被ったのは7集落(7.8%)だった(表

16)。戦災・土地収容共に経験しなかった集落は37集落

(41.1%)に過ぎなかった。

戦災や土地収用の有無と1972-74年の残存敷地率が50

%未満の集落の割合の関係を見ると(表17)、戦災と土地

収用共にありでは83.3%、戦災のみでは63.6%、土地収

用のみでは100.0%、戦災・土地収用共になしでは62.2%

となった。戦災の有無と屋敷林の残存敷地率の問には明確

な関係は見られないが、一度土地が収用されてしまうと残

存敷地率が激減していることがわかる。これは、戦災で家

屋は倒壊しても屋敷林はある程度残るが、その後の土地収

容では屋敷林が徹底的に伐採されたことを示している。

戦災・土地収用共に無かった全37集落における減少理

由を見ると(表18)、個人的理由が12集落(32.5%)と

最も多く、次いで不明11集落(29.7%)、道路・集落整備

7集落(18.9%)、道路・集落整備と個人的理由7集落(18.9

%)、となる。理由別に三時点(1945→1972-74→2003)

表16戦災・土地収用の有無 表18屋敷林減少の理由 表20個人的伐採の理由

              戦災のみ戦災及び土地収容土地収容のみ戦災・土地収容共になし合計這路拡張7i18.9%理由集落数              個人的理由12i32,4%住宅が堅牢となったため15i34.1%
              掃除や管理が大変8i18.2%              222473790道路拡張及び個人的理由7i18.9%

              24.4%26.7%7,89641.1%100.0%不明11i29.7%コウモリ、ハブ、虫(主に蚊)を防ぐため6i13.6%
              合計37i100.0%ブロック塀が流行したため6i13.6%

              表17戦災・土地収用の有無による残存敷地率の違い敷地を少しでも広くするため5i11.4%
              屋敷内に日光を取り入れるため2i4.5%

              戦災のみ戦災及び土地収用土地収用のみ戦災・土地収用共になし合計生活用材としての価値がなくなったため2i4.5%
              合計441100.0%

              0-49%14i63.6%20i83.3%7i100.0%23i62.29664i71.1%

              50-100%8i36.4964i16.7%oiO.0%14i37.8%26i28.9%

              合計22i100.0%24i100.0%7i100.0%37i100.09690i100.0%

表19屋敷林減少の理由、時期と残存敷地率
                一、A憂

                19451972-74200319451972-74200319451972-74200319451972-74200319451972-742003

                0-49%昌_.._..Ω0,096._.員71.4%7一胴..邑..100.0%.__90.0%7胴胴.,..陶■■■58.3%9■■嘔■■■■■曽75.0%0圏■■■幽■.・匿..0.0%..滋57.1%7,胴.,昌..,■.100.0%._...Ω7■■圏■齢.■.唱..■・.63.6%.ユ990.9%......_Ω0.0%_.2呈.競                昌..0.0%齢.胴62.2%昌儒欄.89.2%

                50-100%.z.100.0%.星.28,69600.0%125..曹欄輌脚●●41,7963・曜...25.0%....z100.0%3,■・一■■42.9%..。..9『0,096._u100.0%_..歪36.4%..19.1%.隻z.100.0%.工歪37.8%4・■■・■幽幽10,896                100.0%

                ..盒猷_.z100.0%.......z哺100.0%7「.■..100.0%..........Lζ100.0%..1.ζ.100.0%.1.z100.0%..ヱ..100.0%.z100.0%..z.100.0%ユユ100.0%ユユ100.0%..ユ.1100.0%.az.100.0%...隻z100.0%.....旦z100.0%
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の残存敷地率50%未満の集落の割合の変化を見ると(表

19)個人的理由は0.0%→58.3%→75.0%、道路・集落

整備は0.0%→71.4%→100.0%、道路・集落整i備+個人

的理由は0.0%→57.1%→100.0%となる。屋敷林の伐採

が集中的に行われる道路・集落整備に対して、個人的理由

によるものは範囲が限定的で、漸次伐採が進められたこと

がわかる。

屋敷林を個人的に伐採した理由の内訳(複数回答)は、

住宅が堅牢となったため15集落(62.5%)、掃除や管理が

大変なため8集落(33.3%)、コウモリ、ハブ、虫(主に

蚊)を防ぐため6集落(25.0%)、ブロック塀が流行した

ので6集落(25.0%)、敷地を少しでも広くするため5集

落(20.8%)、屋敷内に日光を取り入れるため2集落(8.3

%)、生活用材としての価値が無くなったため2集落(8.3

%)となっている(表20)。戦後、コンクリートブロック

の普及に伴い沖縄の住宅構法は補強コンクリートブロック

造が主流となるが、生活環境の堅牢化が屋敷林の必要性を

減じ、伐採の一因となったことがわかった。

2.4二章のまとめ

第二章における分析の結果、得られた主な知見は以下の

通りである。

第一に、沖縄戦前の本島中北部集落の大半は、フクギを

中心とする豊かな屋敷林に囲まれていたことが分かった。

厳しい環境条件から防風・防潮対策を特に必要とした沿岸

部の集落だけでなく、内陸部でも屋敷林は育成されてい

た。屋敷林の樹種を見ると、沿岸部では防風・防潮効果の

高いフクギが中心となっていたが、内陸部や山間部では肥

料や燃料、生活用材の確保など、必要に応じて竹やユウ

ナ、ガジュマルなどを混植していた。さらに、18世紀の

地割型土地制度に基づく碁盤目状集落の屋敷林にフクギが

多く用いられていることから、集落形態と屋敷林の鮒種の

間にある程度の関連性があることが明らかになった。

第二に、屋敷林が急速に減少した時期は戦後から復帰前

にかけてで、特に、沿岸部における減少が著しかったこと

がわかった。屋敷林が減少した理由としては、戦災自体も

さることながら、終戦直後の土地収容による徹底的な伐採

の影響が大きいこと、さらに復帰前に道路・集落整備によ

る集団的伐採が始まったこと、個人的理由(住宅の堅牢

化、生活様式の変化など)による部分伐採は復帰前～復帰

後に徐々に進んだことがわかった。戦災復興を契機とし

て、備瀬に見られるような諺蒼としたフクギの杜はそのほ

とんどが失われていったのである。

3.まとめ

本稿では紙面の都合上割愛しているが、今回備瀬で行っ

たアンケート調査によると、住民の多くがフクギ屋敷林の

防風・防潮効果、日照の緩和といった環境調整機能ばかり

でなく、伝統の継承や観光振興といった社会・経済的価値

を認識し、日々の掃除や維持管理を継続的に行っている。

終戦直後には2,000人近くにまで達した備瀬の人口も、

2000年には580人にまで減少し、少子高齢化が進んでい

る。那覇近郊在住郷友会も結成50周年を迎え、都市生ま

れの二世、三世にとって備瀬は遠い故郷となりつつある。

貴重な景観資源でもある備瀬のフクギ屋敷林を将来にわた

り維持していくためには、日常的・継続的な手入れが必要

であり、それを長期的に支える仕組みづくりの検討も早

晩、必要となるだろう。景観保全地域指定や文化財指定に

対する反対意見も多かったが、そうした制度に拘束される

ことなく、自分達で主体的にフクギ屋敷林を管理していき

たいという住民意識の現れと見ることができ、今後の指定

に当たっては、そうした住民意識を十分に考慮する必要が

ある。近年の観光化には賛否両論があるだろうが、竹富島

の事例が示すように、観光化により人口減少に歯止めがか

かり、伝統的な集落景観を残すことに寄与するのであれ

ば、それも一考に値する。注18)

フクギを中心とする屋敷林は、琉球王府時代から沖縄戦

まで厳しい環境条件から集落生活空間を守ると共に、肥料

や薪として使われるなど生活に密着した重要な機能を担っ

ていた。コンクリート造住宅が増えた現在、フクギ屋敷林

の防風・防潮機能の必要性は以前よりも減じているかもし

れないが、環境共生型の涼しい生活空間づくりを考える上

では極めて示唆に富んだ事例である。甲斐らが指摘してい

るように、注20)高温多湿の気候に対応するためにいくら建

築単体で通風を確保しても、外気温が高ければその効果は

半減してしまう。備瀬の温度を温湿度計・放射温度計で計

測した事例によると、集落外では約34℃の外気温がフク

ギ並木の中では約31℃と低く、集落内の道の表面温度は

25℃となったという。注21)これだけ屋外の気温が低けれ

ば、通風を確保することにより室内の気温を低く押さえる

ことも可能である。ただし、備瀬におけるアンケート調査

の回答にも一部見られたが、密生したフクギ屋敷林は木陰

を作り出す反面、通風を阻害してしまう可能性を持ってい

る。生活空間としてのフクギ屋敷林の環境的評価のために

は、気温と風速に関するより詳細な実態把握調査が必要と

なる。

〈注>

1)福島駿介:琉球の住まい:光と影のかたち、丸善、1993、62-

63頁。

2)「屋敷林の維持管理」、となみ野田園空間博物館、富山県(http:/
/www.pref.toyama.jp/branches/1633/main/gaiyou/tebiki/

tebikimokuji.html),2005年4月28日。
3)フクギはオトギリソウ科に属する雌雄異種の常緑高木で、樹

高20メートル、幹径80センチ(幹廻り約2.5メートル)に達す

る。直幹性が強く地際から頂部まで葉が密生し、防風、防潮、防

砂、防火などに効果がある。環境耐性に極めて富み、脱水症状で

落葉することがない。また土壌を選ばず、海岸低地の砂地帯(カ

ニク)には最適の樹種である。海岸低地の砂地帯琉球王府は家屋

や畑を守るため、フクギを屋敷林として奨励したとされる(仲松
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弥秀:古層の村沖縄民俗文化論、沖縄タイムス社、1977、94-

96頁)。

4)武者英二:久米島民家の空間構成について、沖縄久米島の

総合研究、弘文堂、1984。

5)坂本磐雄:沖縄の集落景観、九州大学出版会、1989。
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